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自民党県議団の立場として討論を

神奈川県議会 令和7年第3回の前期定例会の採決が10月14日に行われました。
この定例会で提案された議案等に対して、自民党県議団を代表して、討論に登壇させていただきました。

■人身安全関連事案の検証結果と今後の対応について
　川崎市内で、 元交際相手の自宅から女性のご遺体が発見された事件では、 県警察の一連の対応状況に関す
る報告書が県警察のホームページに公開されました。 被害者や親族からの訴えがあったにもかかわらず、 結
果的に命が奪われました。 二度と繰り返してはなりません。 人身安全関連事案は、 事案認知から結了に至る
まで長期化するものが多く、 被害者等の保護等も継続的な対応を要するものです。 単に被害者等に対する防
犯指導や加害者に口頭指導を実施したことなどをもって 安易に結了することなどがないよう、 各部署が連携
して、 関連のある複数の相談などを集約し、 事態の全体像を掌握した上で危険性・切迫性を適切に評価し、 対
応することを強く求めます。

■米国関税及び 日産自動車 生産縮小への対応について
米国関税の動向は中小企業にとっても、 大変大きな影響があります。 また今後、 日産自動車追浜工場の車両
生産終了の影響が顕在化してくるおそれもあり、 地場産業への影響を極力、 抑える取組が重要です。 事業者
への支援策をまとめたリーフレットの作成や補正予算による措置に加え、支援機関等でも独自に対応するなど、
オール神奈川で取組む必要があります。
不透明な経営環境のなか、影響を受ける事業者や県民の不安が軽減されるよう、引き続き、
県をはじめとする行政機関と支援機関などが一体的に連携し、 今回のワーキンググループ
での議論の結果も踏まえて、 適切に支援していくことを求めます。

■教育現場での不祥事防止について
教育現場で、 依然として、 性犯罪・性暴力等が発生していることは重大な事態と言わざるを得ません。 すべて
の教職員に不祥事を自分事として意識させるため、 研修等も工夫をして実施し、 市町村と連携して再発防止に
向けて、 取組むことを強く求めました。

【大村悠】 横浜市金沢区選出

神奈川県議会：防災警察常任委員会、デジタル・新産業・健康特別委員会、予算委員会
平成3年生まれ／久里浜中学校卒(横浜金沢リトルシニア)／横浜高校卒(野球部)／立教大学卒(硬式野球部)
／ (株)JTB関東／衆議院議員松本純秘書／2019年統一地方選挙で初当選。 現在2期目

◆神奈川県少女ソフトボール連盟（会長） ◆ 中学硬式野球・横浜金沢リトルシニア（顧問） ◆ 金沢東料理飲食業組合（顧問）
◆ NPO法人横浜金沢文化協会（顧問） ◆ 金沢区囲碁連盟（会長） ◆ 横浜市パークゴルフ協会（顧問）
◆ 神奈川県宅建政治連盟（顧問） ◆ 横浜金沢モルック愛好会（事務局長） ◆ 一般社団法人MIRATOBI（理事）
◆ 金沢八景ワイズメンズクラブ（会長） ◆ 県理容生活衛生同業組合磯子・金沢支部（顧問）◆ 金沢美浜ホーム（評議員）

全文→



2025年11月号 Ｎｏ.62＜ 大村悠  共創レポート ＞
防災警察常任委員会で質疑をしました

薄くなっている横断歩道はありませんか？

身の回りで薄くなっている横断歩道がありましたら、ぜひご連絡ください。
歩行者の交通事故が多くなっています。横断歩道に歩行者がいる時には止まることを徹底してください。

聴覚障がい者も安心して交番を利用できるまちへ

交通安全協会と指導員の活動の支援

補修後

大村悠事務所メール
info@omura-yu.com

〈先月いただいたご要望の一例〉
■六浦地区の崖地問題 ⇒治水事務所に相談中
■富岡地区の歩道橋の対応 ⇒国道事務所へ働きかけ中
■迷惑メールなどの特殊詐欺対策・夜間の犯罪被害対策 ⇒警察と共有・対応要望
■公共施設の空調などの整備 ⇒所管課へ働きかけ中

↑
電話リレーサービス

について

【課題】
　現在、聴覚障がい者の方が交番や駐在所を訪れた際、警察官がいるときは筆談など
で対応できますが、不在時には意思疎通が難しいという課題があります。緊急時に連
絡が取れないことは、安全・安心の面で大きな不便です。
【対応策】
　この課題を解決する鍵となるのが、「電話リレーサービス」です。電話リレーサービス
とは、聴覚や発話に困難のある人と、聞こえる人との会話を通訳オペレーターが「手
話」や「文字」と「音声」でつなぐサービスです。これにより、交番や駐在所にQRコード
を設置しておくことで、不在時でも必要な通報や相談が可能になります。
　私は防災警察常任委員会で、この電話リレーサービスによる「手話リンク」整備につ
いて質問し、早期の導入と予算確保を求めました。今後も、誰もが安心して警察や行政
サービスを利用できる環境づくりを進めていきます。

【課題】
　地域の交通事故防止のために活動している交通指導員の皆さんは、各地区の交通安全協会を中心に運営
されています。しかし、近年は行政手続きのキャッシュレス化によって収入証紙の廃止などの影響を受け、
運営が厳しくなっている協会もあります。運営が難しくなると、交通指導員の活動が縮小し、地域の見守り
体制が弱まるおそれがあります。
【議会での要望】
　私は防災警察常任委員会で、交通安全協会の活動を支えるため、必要な支援や啓発物品の提供をさらに
充実させること、市町村と連携して協会活動を継続できる仕組みを整えることを求めました。また、自転車
の安全対策の強化として、ヘルメット購入補助など他県の先進的な取り組みを研究し、神奈川県でも導入
を検討するよう提案しました。地域の交通安全を守る皆さんが、安心して活動を続けられる環境づくりをこ
れからも進めていきます。
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